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る　L - A S A　の 影 響 一
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目 的　：豚 肝 臓 より 調 製 し た 粗 酵 素 液 中 の 酵 素Glutamlo P  y r u V 1 0　Tran 巳firalnase

（G P T ）に 対 し て 、 各 種 食品 添 加物 を 添 加 し 活 性 の 測 定 を 行 う と明 ら か な 活 性阻 害 が 認 め ら

れ る 。　一 方L －ABOorblo Aold     (L-AsA ） は 、食 品 添 加 物 を 含 む 生 体 異 物 の 代 謝 に 関与

す る 酵 素ぺM P 0 ）活 性 及 び 活 性 誘 導 に 必 要 と さ れヽ 解 毒 機 構 に 深 く 関 与 す る 。 そ こ でM  P 0

を 含 む 粗 酵 素 液 に 、食 品 添 加 物 と 共 にL  －A s A を 添 加 し　G P T　活 性 を 測 定 す る こ と で 、食

品 添 加 物 に よ り 阻 害 さ れ たG  P T 活 性 に 対 す る　L - A B A の 影 響 を 検 討 し た 。

方 法 ； 豚 肝 臓 を ホモ ゲ ナ イ 不し て 遠 心 分 離 し すこ上 清 を粗 酵 素 液 、DL  べX-Alanlne　 及 び

α-Keto －Glutarlo A  0 1 a を 基 質 と し て 用 いG  P T 活 性 を 、Reltman －Franlcel　 法 に

従 っ て 測定 し た 。 食 品 添 加 物 及 びL  - A 8 A は 、 基 質 と同 時 に 添 加 し た 。 本 実 験 で 用 い た 食

品 添 加 物 は 、 亜 硝 酸 ナ ＼-リ ウ ム 、 安 息 香 酸 ナ ト リウ ム 、 ソ ルtr  -y 酸 カ リ ウ ム 、 没 食 子 酸 プ

ロピ ル 、 デ ヒ ドa 酢 酸 ナ ト リ ウ ム 、 サ ッ カ リン ナ ト リ ウ ム 、 の６ 種 類 で あ る 。

結 果 ： 亜硝 酸 ナ 、'J ウ ム の 場 合 、 各 濃 度 に お い て 、L  - A s A 添 加 に よ9    G P T 活 性 に 著 し

しヽ 回 復 が 見 ら れ 、特 に 、 亜硝 酸 ナ ト リ ウ ム∂。o ／% 、L  - A s A　／り｀2 M 添 加 し た場 合 に 、 約

a  ？%  も の 回 復 が 見 ら れ た。 没 食 子 酸プ □   ピ ル 及 び 、 デ ヒ ド ロ 酢 酸 ナ ト リ ウ ム の場 合 、 食

品 添 加 物 及 びL   - A E A 添 加 濃 度 に よ り 、G  P T 活 性 阻 害 に 回 復 の 傾 向 が 見 ら れ た。 安 息 香 酸

ナ ト リ ウ ム 、 ソ ル ビ ン 酸 カ リ ウ ム 、 サ ッ カ リ ン ナ ト リ ウ ム の場 合 で は 、L     -    A    S    Aを 添 加

す る こ と に よ る 影 響 は 、ほ と ん ど 認 め ら れ な か っ た 。　　　　　　　　　　　　　　　　 、。
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目 的 ： 演 者 ら は 、 数 年 来 食 品 添 加 物 の安 全 性 を 考 え る 一 助i し て 、 酵 素 レ ベ ル に お け る

影 響 を 調 べ て き た 。　そ し て 各 種ｲ 忿謝 酵 常 に 対 し 阻 害 あ る い は 回 復 を 与 え る 知 見 が 得 ら れ て

い る。 今 回 は 、 ア ミ ノ 基 転 移 反 応 を 触 媒 す る 酵 素aiutamlo P  y r u V 1 0　Tr ＆neaml-

一n as  e   ( G P T ） に 対 す る 阻 害 様 式 を 検 討･し た の で こ こ に 報 告 す る 。

方 法 ： 酵 素G  P T に は 豚 心 臓 よ り 精 製 し た 標 品 を 用 い た。　活 性 測 定 はReltman －Prank

-e 1　 法 に 従 っ た 。　す な わ ち反 応 に よ り生 成 す るP  y r u V 1 0 a  G 1 d　を ２･4－Dlnltropheny: Ｌ

hydrazine で 発 色 芦 せ 、so､5rmに お け る 吸 光 度 を 測 定 し た 。 水 酵 素 反 応 は二 基 質 反 応 で あ

る がL-  A la  nine を 大 過 剰 に 用 い政一K e t 0 glutarlo a  0 1 a　 の 擬 一 基質 反 応 とし て 反 応

条 件 を 設 定 し た 。 阻 害 様 式 及 び 阻 害 物 質 定 数 は 、食 品 添 加物 のあ る 場 合 と な い 場 合 に つ い

て 、 基 質( 心-Ketoglutarlo acid) ）濃 度 を か え で 反 応 速 度 を 測定 し 、 そ れ ぞ れ の 初 速 度

ｖと･基 質 濃 度､(s)の 両 逆 数 プ ロ ッ ト(Li  newaave ．r－Burk プ ロ ッ ト ） を作 成 す る こ と に よ

り 求 め た 。

結 果 ： 保 存 料 デ ヒ ド ロ 酢 酸 ナ ＼-リ ウ ム(Kl=55  mM, Kl'=lmM)と 発 色 剤 亜 硝 酸 ナ ト リ ウ ム （Kl=

40 nM, Kぞ＝0.CI8 mM ) は 不 梓l抗 型 、 保 存 料 ソ ル ビ ン 酸 カ リ ウ ム(Kl＝ｱ2  幽, Kl''=30 HIM ) 、 安 息 香 酸 ナ ト

リ ウ ム（Kl=29  mM、Kl'＝12 剛 ）と甘 味 料 サ ッ カ リン ナ ト リ ウ ム（Kl＝8 捌, Klら0.7  nW ）は 、 非 ・ 不 混 合

型 阻 害 を 示 し た 。　ま た 、 酸 化 防 止 剤 のI 」－ ア ス コ ル ビ ン 酸 は 、 非 ・ 不 混合 型 阻 害 を 示 す も

の と 推 定 さ れ た 。


